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７班 

落合俊介（筑波大学）、○難波輝吉（名城大学）、松浦清彦（名古屋学芸大学）、 

日下早基子（大阪樟蔭女子大学）、本山徳保（九州産業大学） 

 

１．議論結果の概要 

 全員事務職員で、国立大学の方が 1 名、残り 4 名は私学の事務職員です。やはり一番最初に出

ているのが、何のためにデータを集めるのか、ということです。現状を把握するためのデータを

集めるにしても、何を把握したいのか、トップ層が何を本当に欲しているのかということです。

そういった部分のギャップをどうやって埋めていけばよいのだろうというお話をしました。そこ

の中で出てきたのが、評価と改善という認識が混在しているということと、執行部と現場とのコ

ミュニケーション、そういったものが十分ではないのではないかという話が出ました。 

 ただ、そう言っていても、IR というのがもう動き始めた現状では、やはりなぜという部分に対

しても理由や根拠や課題というものもしっかりと説明できる、そういった能力、素養が教職員に

は求められてくるようになっているのではないかということが話しの中で出てきました。 

 あと IR を作った、これから作ろうとか作ったっという段階にあるのが、われわれの班ではほと

んどだったのですが、そういった中でやはり IR が本当に果たす役割というものをみんなが知って

いるかどうか、ステートメントとしてちゃんと全学的な周知、IR はこういう仕事をするところで

すよというのをしっかりと知っていただいた上で機能させていかないといけないのではないかと

いう話も出ました。 

 最後に人材育成の話ですが、全員が事務職員でしたので、われわれがジョブローテーションで

異動していく中で、本当に IR 専門職は必要なのかという話もしました。理解促進のためには、IR

の仕事の内容、そういったものが明確になってこないといけないということと、忘れてはならな

いのが、執行部がデータを解釈するとか、ものを決めるとかいうときの力量の高度化、そういっ

た部分の研修も必要なんじゃないのかなという話も出ました。 

 最後になりますけれども、現段階は「作らざるを得ない IR」であって、本当は「使える IR」

をという話もありました。この話題は結論が導き出せるところまで議論ができませんでしたので、

今は「作らざるを得ない IR」の時代かと思います。それでも頑張っていかなければならないとい

うような話でまとまりました。以上です。 

 

２．ポスターの補足説明と感想 

（当日の報告した以外のポスターの説明） 

 

特にありません。 
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（グループ討論を通して感じた評価や IR を改善に活かすためのコツ、感想等） 

・執行部と IR と現場の温度差を少しでも小さくすることが大事である。 

・データのやり取りの手順手続きを明確にすること、セキュリティ対策は必要であるが、データ

の受け渡しに要する時間を短縮すること。 

 

 

３．当日みんなで持ち寄った課題（掲載可能なもののみ） 

・学習行動調査から始めてみてはどうか。 

・ネガティブ情報に対する批判が多い。 

・執行部はデータや情報を見たいだけだった。IR 活動としての結果が見いだせなかった。 

・データの見せびらかし合戦に終わってしまい、各部署間の業務分担の弊害が発生した。 

・IR を動かすうえでは、既存の業務を整理する必要がある。 

 

（ファシリテータによるコメント） 

我が国の IR は、機能よりも組織づくりから始まってしまったことは否めない。このような状況

スタートした IR 草創期において、IR の枠組み、具体的な活動内容、成果の活用など、日常業務

の枠組みとの関わりを中心に議論できたことは有意義であった。 
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